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  自ら考え、表現できる子どもの育成をめざして 
今年度も算数科を窓口に、全学年で図形の分野に焦点を当て、子どもの思考や表現活動を促す数

学的活動の充実を図り、日常生活と算数をつなぐ授業改善に取り組んでいます。 

 

☆４年算数科  「どちらが広いかな～面積～」～複合図形の面積の求め方を考えよう～ 

本時では、長方形の求積公式を活用し、複合図形の求積方法を図や式、言葉を用いて説明することを

めあてに学習しました。まず、自分の考えをノートにまとめることを大切にし、自分の考えをもった上で友だ

ちに説明をする機会を設定しました。このときに気づくことも多く、友だちと対話することの良さを実感する

体験となっています。 

    

 

 

 

 

 

☆２年算数科 「形をしらべよう～三角形と四角形～」～三角形と四角形のなかま分けをしよう～ 

 本時では、定義に基づいて三角形か四角形を弁別し、理由を説明することをめあてに学習しまし

た。「直線」「かこまれた」など算数用語をキーワードにして説明しました。 

 

 

 

☆１年算数科 「いろいろなかたち」 

 本時では、仲間集めの活動を通して、箱の形やさいころの形、筒･ボールの形に着目し、立体の

形の特徴を捉えることをめあてに学習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多 賀 小 学 校 

のびのび学習だより 
 

まずは、自分で課

題に向かいます。 

自分の考えを説明したり、友だちの考えを

聞いたりしてさらに考えを深めます。 

 

変わった形は、分けたり、おぎなったり

して正方形や長方形の公式をもとにして

面積を求められることを確かめました。 

 

最後には、スペシャル問題も準備され、応用力

を試される出題もありました。 

授業の終わりには、トライアングルなど身近にある様々な形を

取り上げ、スクリーンで写真を提示し、クイズ形式で三角形と

四角形の定義をおさえました。 

どの学年も自分で考え、その考えを

説明する場面を設定しています。 

1 人ずつ数種類の空き箱

や芯などを形の特徴をも

とに仲間分けしました。 

グループ交流では、1 年生なりに相談して

いました。キーワードは、「平ら」・「転が

る」・「見るところによってちがう形」。 

お菓子の空き箱やボール、ラップやセロ

ハンテープの芯など身の回りにある様々

な立体を使うことで、日常生活の中に学

んだことを結びつけていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆家庭学習がんばろうウィーク～自分で『計画・実行・振り返り』～ 

先日は、家庭学習がんばろうウィークの取組にご協力いただきありがとうございました。子どもた

ちはいつもより家庭学習について意識し、自分の学習を振り返ることができていたでしょうか。確か

な学力の向上には、学校での授業とともに、家庭での学習習慣の定着が欠かせません。今後も家庭学

習の計画を立て実行できるようにするなど、自主性を伸ばしていきたいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多賀小学校人権週間 11 月 21 日から 1 週間を『多賀小学校人権週間』として、全学級で人権にか

☆多賀小学校人権週間 ～しあわせ宣言２０２３～ 

１２月４日から１１日までを『多賀小学校人権週間』として、全学級で人権にかかわる授業な

ど様々な取組を行いました。その中で各学級のしあわせ宣言を話し合って決めました。誰もが気

持ちの良い生活を送れるようこの宣言を守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多賀小学校人権週間 11 月 21 日から 1 週間を『多賀小学校人権週間』として、全学級で人権

 今年度も３学期始めに、全学年、国語科と算数科の学力テストを実施します。また、５．６年生は、

英語科のテストも実施します。学校でも、進級にむけて学力の定着に努めます。結果は学年末にお渡

しする予定です。冬休みも「親子読書」や「スタディプラン」を立てて復習をするなど、充実した時

間を過ごせますよう、ご家庭で環境作りをお願いいたします。 

～スタディプランの紹介～ 

低学年 

低学年は、お家の人に振り返

りを書いてもらいました。 

 

3 年生以上は

日常的にスタ

ディプランを

活用していま

す。 

中学年 

高学年 

学年が上がるにつれ、テスト

など見通して計画を立て、自

分の苦手な分野の復習をした

り、自分の好きな学習を深め

たり学習を調整していく力が

必要になってきます。 


